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第4回検討会議での議論を踏まえた論点第4回検討会議での議論を踏まえた論点

第4回検討会議での主なご意⾒ 対応の⽅向性
 現時点の応⽤基礎レベルのスコープ案は、データサイエンス教育の要素に偏っ

ているように⾒受けられるため、AIの要素を充実させなければ望む⼈材の育
成には繋がらない。

 「応⽤基礎レベル」のスコープについて、
これまでご議論いただいた内容を踏まえ
て合意する。

※学⽣の属性によって異なる学修⽬標に対
応するべく、履修の仕⽅(学修⽅法の幅)につ
いては認定制度の認定要件の具体化の中で
⽰すこととする。

 認定制度の認定要件を具体化する。

 PBLの取り扱いについて、応⽤基礎レベルでは必須ではないとの意⾒も出る
も、AIによって物事がどのように回っているか学ぶためには認定要件に組み込
むべきとの考えも再確認された。

 応⽤基礎レベルのスコープに関しては本⽇いただいた意⾒を踏まえた事務局
修正案を基にメール審議を⾏うことで合意する。次回の検討会からは認定制
度の認定要件を中⼼に議論を進める。

※⾚字部分︓特に第5回で対応している観点
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